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【除虫菊】
　キク科の多年草。高さ約50センチ、５月頃に白色で中央が黄色の頭状花をつける。
　花はピレトリンという殺虫成分が多く含まれる。乾かし粉末にして蚊取り線香や農業用殺虫剤の原料
にする。
　和歌山県出身の上山英一郎氏が明治19年（1886）にアメリカのH.E.アモア氏から除虫菊の種子を贈
られ、1890年に渦巻型の蚊取り線香を発明しました。荒地でも育つことから、上山英一郎氏は和歌山
県や広島県・香川県を中心とした瀬戸内地方、北海道など日本各地で除虫菊の栽培を奨励しました。
　有田市役所や文化福祉センターの玄関に咲いています。



2有権者が政治家に寄附を求めることは禁止されています 市議会だより

3月定例会は、２日から24日までの23日間で行われました。
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議案審議

【総務建設委員会】
（３月３日）
議案第24号 工事請負契約について
 ※保田保育所改築工事の請負契約を締結するためのもの
 【契約の目的】　保田保育所改築工事
 【契 約 金 額】　７億８,６５０万円
 【契約の相手】　和歌山県有田市辻堂446　　株式会社保田組　　代表取締役　北畑　忍
 採決：異議なし（　可　決　）

（３月14日）
議案第２号 有田市職員定数条例の一部を改正する条例
 ※職員の定数管理を適切に行うためのもの
 【主な内容】　職員の定数をそれぞれ下記のとおり改正する
 　　　　　　・市長の事務部局　　　　　　　２９３人から２５０人へ
 　　　　　　・学校その他の教育機関の職員　　５５人から　１５人へ
 　　　　　　・病院事業の職員　　　　　　　１７９人から　１０人へ
 採決：異議なし（　可　決　）

議案第３号 有田市使用料及び手数料条例の一部を改正する条例
 ※宅地造成等規制法の一部改正に伴うもの

各常任委員会の主な内容各常任委員会の主な内容

令和５年有田市議会３月定例会日程令和５年有田市議会３月定例会日程

＊ 3 月 定 例 会 ＊＊ 3 月 定 例 会 ＊＊ 3 月 定 例 会 ＊



3 市議会だより 政治家が病気見舞を出すことは禁止されています

【主な内容】　「宅地造成等規制法」の法律名が、「宅地造成及び特定盛土等規制法」に改正さ
れたので、法律名と条ずれを改正する

 採決：異議なし（　可　決　）

議案第６号 有田市消防団条例の一部を改正する条例
 ※消防団員の入団資格拡充のため、所要の改正をしようとするもの
 【主な内容】　本市に通学する年齢満18歳以上の者を入団資格に加える
 採決：異議なし（　可　決　）

議案第10号 有田市個人情報の保護に関する法律施行条例
※個人情報の保護に関する法律の一部改正に伴い、同法の施行に関し必要な事項を定めるた
めのもの

【主な内容】　個人情報の取扱いが、個人情報の保護に関する法律に基づく運用に変わること
により、現行の個人情報保護条例を廃止し、法律の施行に関し、条例で規定す
ることが必須とされている事項について規定する

 採決：異議なし（　可　決　）

議案第11号 有田市情報公開・個人情報保護審査会条例
 ※有田市情報公開・個人情報保護審査会の設置に関し必要な事項を定めるためのもの

【主な内容】　現行の有田市情報公開・個人情報保護審査会は廃止し、審査請求時の諮問機関とし
ての審査会機能のみを持たせる有田市情報公開・個人情報保護審査会を設置する

 採決：異議なし（　可　決　）

議案第23号 建設工事等委託に関する協定の変更について
 ※有田市公共下水道根幹的施設の建設工事等委託に関する協定の一部を変更するためのもの
 　変 更 協 定 金 額：５億３,６００万円（消費税込）
 　変更による減少額：８,０００万円
 採決：異議なし（　可　決　）

議案第25号 和歌山広域消防通信指令事務協議会の設置について
※複雑多様化する消防需要に広域的に対応し、消防サービスの高度化及び消防力の強化を図
るため、和歌山市、那賀消防組合、海南市、有田市及び紀美野町の共同機関として和歌山
広域消防通信指令事務協議会を設置しようとするもの

 採決：異議なし（　可　決　）

【文教厚生委員会】
（３月15日）
議案第４号 有田市国民健康保険条例の一部を改正する条例
 ※出産育児一時金の見直しを行うためのもの
 【主な内容】　出産育児一時金を８万円引き上げる（４０万８千円→４８万８千円）
 採決：異議なし（　可　決　）

議案第７号 有田市子ども・子育て会議条例の一部を改正する条例
 ※子ども・子育て支援法の一部改正に伴うもの
 【主な内容】　根拠法の改正による条ずれを改正する
 採決：異議なし（　可　決　）

議案第８号 有田市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に
 基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例
 ※外国人へのオンライン資格確認の実施に伴うマイナンバーの独自利用のためのもの



4政治家が選挙区内の方にお金や物などを贈ることは禁止されています 市議会だより

【主な内容】　条例に基づくマイナンバー利用事務に、生活に困窮する外国人に係る生活保護
の措置に関する事務を加える

 採決：異議なし（　可　決　）

議案第９号 有田市図書館条例の一部を改正する条例
 ※図書館利用者の利便性向上のためのもの
 【主な内容】　平日の開館時間を１時間延長し、午前９時30分から午後８時に変更する
 　　　　　　土曜日の開館時間を３時間延長し、午前９時30分から午後８時に変更する
 採決：異議なし（　可　決　）

【地域医療と有田市立病院のあり方調査特別委員会】
（３月15日）
議案第５号 有田市立病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例
 ※診療科新設等のためのもの
 【主な内容】　有田市立病院に救急科（救急総合診療科）を新設する
 採決：異議なし（　可　決　）

【予算決算委員会】
（３月３日先議）
議案第１号 専決処分の承認を求めることについて（令和4年度有田市一般会計補正予算（第8号））
 補正予算額　４億円を増額

※令和４年度歳入におけるふるさと応援寄付金の増加見込みにより、ふるさと応援寄付記念
品やクレジット決済システム利用料などを速やかに執行するため、関係費用に要する補正
予算を令和５年２月15日付けで専決処分したもの

 採決：異議なし（　承　認　）

議案第12号 令和４年度有田市一般会計補正予算（第９号）
 補正予算額　４億１,９０１万５千円を増額

※国の令和４年度補正予算に盛り込まれた都市構造再編集中支援事業補助金、社会資本整備
総合交付金を活用した中学校整備、道路整備等のほか、歳入において、普通交付税の追加
や基金からの繰入金を見込むとともに、繰越明許費及び債務負担行為、地方債を追加・変
更するもの

 採決：異議なし（　可　決　）

議案第13号 令和４年度有田市上水道事業会計補正予算（第２号）
 補正予算額　１,７６０万円を増額
 ※電力価格高騰分への一般会計からの繰入金
 採決：異議なし（　可　決　）

議案第14号 令和４年度有田市立病院事業会計補正予算（第２号）
 補正予算額　１億１,７７３万６千円を増額

※新型コロナウイルス感染症病床確保事業補助金の減額及び職員の退職給付費、電力料に要
する費用

 採決：異議なし（　可　決　）

（３月16日、17日、20日）
議案第15号 令和５年度有田市一般会計予算
 ２１２億３,０００万円



5 市議会だより 政治家が入学・卒業・出産などの祝儀を出すことは禁止されています

※少子化対策や子育て支援、移住定住の促進は重要な柱の一つとして強化するとともに、未
来に向かった「変化への投資、継続・成長への投資、持続可能な自治体経営への投資」に
積極的に取り組む。これらの投資につながるように、妊娠から出産、子育て期まで切れ目
ない支援など少子化対策に向けたMarry Youの強化、まちの魅力増進につながる取組の
推進、住民サービスの向上に資する自治体DXの推進などを重点施策に位置づけ、魅力あ
る「まち」・「ひと」・「しごと」がつながるまちの実現を推進

 採決：異議あり（賛成多数で可決）

議案第16号 令和５年度有田市国民健康保険特別会計予算
 ４２億４,５５６万４千円
 ※国民健康保険被保険者に対して必要な保険給付等を行うために要する経費
 採決：異議なし（　可　決　）

議案第17号 令和５年度有田市初島財産区特別会計予算
 ４１８万８千円
 ※旧初島町の財産の管理に要する経費
 採決：異議なし（　可　決　）

議案第18号 令和５年度有田市漁業集落排水事業特別会計予算
 ７,０１７万２千円

※矢櫃及び逢井地区の漁業集落における、し尿や生活排水の下水道処理を行う施設の管理運
営や市債の償還に要する経費

 採決：異議なし（　可　決　）

議案第19号 令和５年度有田市介護保険特別会計予算
 ３３億４,８９５万１千円

※高齢者の介護を社会全体で支えあう介護保険制度に基づき、要介護（要支援）認定を受け
た方に保険給付を行うとともに、高齢者の介護予防等を目的とした地域支援事業を実施し
ていくために要する経費

 採決：異議なし（　可　決　）

議案第20号 令和５年度有田市後期高齢者医療特別会計予算
 ８億５,６３７万６千円

※75歳以上の方及び65歳以上75歳未満で一定の障害があり和歌山県後期高齢者医療広域連
合の認定を受けた方の保険給付等に要する経費

 採決：異議なし（　可　決　）

議案第21号 令和５年度有田市上水道事業会計予算
 ９億２,６３２万１千円
 ※配水管布設・布設替事業、浄水・配水施設整備事業など
 採決：異議なし（　可　決　）

議案第22号 令和５年度有田市立病院事業会計予算
 １０億７,４１０万４千円

※指定管理者制度導入による経営の安定化と地域医療の確保、新市立病院建設に向けた取り
組みなど

 採決：異議なし（　可　決　）

※各議案に対する各委員会での質疑応答内容につきましては、市議会ホームページの委員会議事
録をご覧ください。（ただし議事録については時間を要するため後日掲載されます）



6政治家が町内会の行事や催物に寸志や飲食物を差し入れることは禁止されています 市議会だより

令和５年３月定例会審議結果表令和５年３月定例会審議結果表
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　満

上
野
山
善
久

中
西
登
志
明

政
糺

ク
ラ
ブ

公
明
党

政
有
会

無
所
属

無
所
属

政
有
会

政
有
会

政
有
会

政
糺

ク
ラ
ブ

日
本

共
産
党

自
由
民
主
党

有
田
ク
ラ
ブ

自
由
民
主
党

有
田
ク
ラ
ブ

自
由
民
主
党

有
田
ク
ラ
ブ

議

　員

　名

令和５年３月定例会 賛否の分かれた議案令和５年３月定例会 賛否の分かれた議案

有田市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に
基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例

※　　　は、賛否の分かれた議案です。

無
所
属



7 市議会だより 政治家はお祭りに寄附や差し入れをすることは禁止されています

順
位 氏　名 発　　言　　の　　要　　旨

2
上野山善久
【政　有　会】

上 山 寿 示
【自由民主党　
　有田クラブ】

6

浜 口 元 司
【自由民主党　
　有田クラブ】

8

1
堀 川 　 明
【政　有　会】

3
中 谷 桂 三
【無　所　属】

5
小 西 敬 民
【日本共産党】

7
福 永 広 次
【無　所　属】

4
岡 田 行 弘
【公　明　党】

〔一 問 一 答〕

１．公共施設への投資について
　⑴今後の計画について
　⑵維持管理について

１．鳥獣による被害対策と今後の対策について
　⑴鳥獣による現在の被害対策について
　⑵今後の対策について

１．みかん生産について
　⑴農道、農業用施設のインフラ整備について

１．加齢黄斑変性の治療について
２．辰ケ浜地区の高潮対策について

１．小学生、中学生の給食費無償化もしくは助成について伺う
２．有田川の大水害から70年、流下阻害の堆積土砂及び雑木の除去について伺う
３．市内小中学生のスマートフォンの適正な指導及び校内での所持、使用につい
　　て伺う

１．箕川護岸崩壊対策について
　⑴現状と今後について
２．有田川水害（S28.7.18）から70年を迎え、有田市の行事について
　⑴令和５年度の予定について
３．浜のうたせ周辺の水難事故防止対策について
　⑴現状と今後について
４．子育て世代の支援策の拡充について
 　⑴現状と今後について

１．窓口業務のサービス向上について
　⑴「おくやみコーナー」の設置について
　　①死亡に伴う手続きについて
　　②「おくやみコーナー」の設置をしてはどうか
　⑵２Ｆ内部改修工事のレイアウトについて
　⑶自治体窓口ＤＸ「書かないワンストップ窓口」について

１．国民健康保険税の軽減について
　⑴負担は能力に応じて行う
　⑵改正日程はあるのか
２．学校給食の無償化について
３．補聴器への補助について
　⑴展望をみい出すには
　⑵聴覚障がい者の社会参加へのかけ橋となるヒアリングループの導入について

一般質問・
議案質疑の
動画がご覧
になれます。

令和５年３月定例会　一般質問通告一覧表
令和５年３月10日【　午　前　10：00　】



8政治家本人が参列する場合を除き、葬式の香典等を出すことは禁止されています 市議会だより

質

　　
現
在
、
野
・
保
田
地
区
・
糸
我
地

区
に
お
い
て
、レ
ー
ザ
ー
に
よ
る
イ
ノ

シ
シ
の
追
い
払
い
の
実
証
実
験
を
民

間
企
業
と
協
働
で
行
っ
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
が
効
果
は
あ
っ
た
の
か
？

　
ま
た
、
市
と
し
て
、
鳥
獣
の
被
害

低
減
に
関
す
る
取
組
み
を
お
聞
き
し

た
い
。

　　
実
証
実
験
で
は
、
今
年
度
、
設

置
地
区
の
平
坦
部
に
イ
ノ
シ
シ
の
出

没
に
関
す
る
注
意
喚
起
の
放
送
は

行
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
一
定
の

成
果
が
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

　
今
年
度
、
猟
友
会
の
方
々
の
ご
協

力
の
も
と
、
イ
ノ
シ
シ
1
1
6
頭
を

捕
獲
い
た
だ
き
、
防
護
柵
の
設
置
に

関
し
て
も
18
㎞
以
上
新
設
し
て
い

る
。
他
に
も
啓
発
等
に
よ
り
、
新
た

に
３
名
の
農
業
者
が
わ
な
免
許
を
取

得
し
ま
し
た
。

　　
市
内
で
は
遊
休
農
地
が
増
加
し

て
お
り
、
イ
ノ
シ
シ
の
生
息
地
に
な

る
恐
れ
が
あ
る
が
、
市
民
の
方
々
が

イ
ノ
シ
シ
に
遭
遇
す
る
こ
と
の
な
い

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
リ
ス
ク
低
減
に
は
遊
休
農
地
を
解

消
す
る
こ
と
が
大
切
と
考
え
る
が
、

市
と
し
て
対
策
を
講
じ
て
い
る
の

か
？

　　
遊
休
農
地
の
解
消
に
は
、
こ
れ

ま
で
県
事
業
を
活
用
し
て
い
る
と
こ

ろ
。
た
だ
し
、
事
業
を
活
用
で
き
る

農
地
が
制
限
さ
れ
て
い
る
た
め
、
県

事
業
で
ま
か
な
え
な
い
農
地
に
つ
い

て
も
、
市
独
自
事
業
で
解
消
で
き
る

よ
う
、
令
和
５
年
度
よ
り
新
た
な
事

業
を
新
設
し
ま
す
。

　　
　
イ
ノ
シ
シ
の
出
没
低
減
に
向

け
、
猟
友
会
の
方
々
に
よ
る
捕
獲
強

化
、防
護
柵
等
の
設
置
に
よ
る
守
り
、

レ
ー
ザ
ー
に
よ
る
追
い
払
い
、
遊
休

農
地
の
解
消
な
ど
、
多
面
的
な
対
策

を
講
じ
、
有
田
市
独
自
の
体
制
整
備

に
努
め
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

鳥
獣
に
よ
る
被
害
対
策
と

今
後
の
対
策
に
つ
い
て

質

質答

　　
多
額
の
投
資
が
行
わ
れ
て
い
る
、

市
民
水
泳
場
、
有
和
中
学
校
、
新
都

市
公
園
、
保
田
保
育
所
改
築
、
新
市

立
病
院
の
５
つ
の
施
設
に
つ
い
て
、

総
事
業
費
と
財
源
内
訳
、
つ
ま
り
実

質
負
担
に
つ
い
て
答
弁
願
い
ま
す
。

　　
総
事
業
費
は
、
市
民
水
泳
場
16

億
１
，０
０
０
万
円
、
有
和
中
学
校

63
億
１
，８
０
０
万
円
、
新
都
市
公

園
28
億
１
，１
０
０
万
円
、
保
田
保

育
所
９
億
１
，７
０
０
万
円
、
そ
し

て
、
新
市
立
病
院
は
概
算
で
60
億
円

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
合
計
で
は
、

1
7
6
億
５
，６
０
０
万
円
と
な
り
、

そ
の
財
源
は
、
市
債
で
1
0
7
億

７
，１
０
０
万
円
、
率
に
し
て
61
．0

％
で
す
。
市
債
は
借
入
金
で
す
が
、

普
通
交
付
税
と
し
て
後
年
度
に
お
い

て
元
利
償
還
金
の
70
％
か
ら
30
％
の

範
囲
で
算
入
し
交
付
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
差
し
引
き
実
質
負
担
と
な
る
約

50
％
分
に
つ
い
て
、
決
算
剰
余
金
な

ど
を
減
債
基
金
と
し
て
積
み
立
て
、

来
る
償
還
に
備
え
ま
す
。
新
市
立
病

院
建
設
に
つ
い
て
は
指
定
管
理
先
か

ら
の
一
部
負
担
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

他
、
国
県
か
ら
の
支
出
金
が
35
億

８
，１
０
０
万
円
で
20
．3
％
を
占
め
、

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
や
公
共
施
設
整

備
基
金
か
ら
の
繰
入
金
29
億
８
，０

０
０
万
円
で
16
．9
％
を
占
め
ま
す
。

こ
れ
ら
の
特
定
財
源
を
差
し
引
い
た

一
般
財
源
は
、
３
億
２
，４
０
０
万

円
で
率
に
し
て
1
．8
％
で
す
。

　　
大
き
な
施
設
を
次
々
と
建
設
し

て
い
く
と
、
後
の
返
済
、
維
持
管
理

に
多
額
の
お
金
が
必
要
と
な
る
こ
と

か
ら
、
次
世
代
の
子
供
の
負
担
と
な

ら
な
い
か
、
答
弁
願
い
ま
す
。

　　
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
た
再
編
へ
の
投
資
を
行
う
た
め
、

財
政
見
通
し
を
立
て
、
投
資
と
の
バ

ラ
ン
ス
を
図
り
な
が
ら
取
組
ん
で
い

ま
す
。

公
共
施
設
へ
の
投
資
に

つ
い
て

質答

答

答

堀 川 　 明
（ 政 有 会 ）

上野山善久
（ 政 有 会 ）

要
望



9 市議会だより 選挙終了後禁止される挨拶行為は、戸別訪問したり、当選祝賀会その他の集会、パレードを開催すること。

「
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
」
の
設
置
に

つ
い
て

　　
ご
家
族
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ

た
時
に
ご
遺
族
の
方
が
慣
れ
な
い
手

続
き
を
複
数
の
窓
口
に
行
か
ず
に
、

一
括
で
行
え
る
「
お
く
や
み
コ
ー

ナ
ー
」
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　　
議
員
ご
提
案
の「
お
く
や
み
コ
ー

ナ
ー
設
置
自
治
体
支
援
ナ
ビ
」
も
含

め
、
窓
口
の
Ｄ
Ｘ
化
が
進
ん
で
い
る

自
治
体
の
視
察
を
行
う
な
ど
、
先
進

事
例
を
研
究
・
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、

よ
り
市
民
の
皆
様
の
利
便
性
を
図
っ

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
ご
ざ
い
ま

す
。

　
来
年
度
か
ら
進
め
ら
れ
る
２
階
フ

ロ
ア
の
改
修
の
際
に
、
お
客
様
が
ス

ム
ー
ズ
な
動
線
で
手
続
き
が
で
き
る

よ
う
に
各
課
の
配
置
を
変
更
す
る
こ

と
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｄ

Ｖ
や
離
婚
の
相
談
な
ど
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
配
慮
が
必
要
な
相
談
に
対
応

で
き
る
窓
口
を
別
途
設
け
る
こ
と
を

検
討
し
て
お
り
、
お
悔
や
み
に
関
す

る
手
続
き
も
こ
の
ブ
ー
ス
を
利
用
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
な
る
べ
く
席

を
移
動
す
る
こ
と
な
く
行
っ
て
い
た

だ
け
る
も
の
と
考
え
て
ご
ざ
い
ま
す
。

　　
有
田
市
と
し
て
、
自
治
体
窓
口

Ｄ
Ｘ
を
活
用
し
た
市
民
の
利
便
性
向

上
の
た
め
の
取
り
組
み
は
、
今
後
ど

う
す
る
の
か
。

　　
市
役
所
に
来
な
く
て
も
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
か
ら
、
行
政
手
続
が

で
き
る
環
境
を
構
築
す
る
こ
と
で
、

市
民
の
方
は
24
時
間
い
つ
で
も
ど
こ

で
も
手
続
き
で
き
る
環
境
、
い
わ
ゆ

る
「
来
な
く
て
も
良
い
市
役
所
」
を

目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
複
数
の
手
続
き
に
お
い
て

も
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
手
続
き
が
で

き
る
、
い
わ
ゆ
る
「
書
か
な
い
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
窓
口
」
の
設
置
を
目
指

し
、
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

窓
口
業
務
の
サ
ー
ビ
ス

向
上
に
つ
い
て

　　
昭
和
28
年
（
１
９
５
３
年
）
未

曽
有
の
大
水
害
が
有
田
地
方
を
襲
い

ま
し
た
。
宮
原
の
浄
念
寺
境
内
に
水

害
の
水
位
を
表
す
塔
が
立
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
高
さ
ま
で
水
が
押
し
寄
せ

た
の
で
す
か
ら
驚
き
で
す
。
皆
様
も

一
度
見
学
し
、
水
害
の
恐
ろ
し
さ
を

再
認
識
さ
れ
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、有
田
川
水
害
の
被
害
状
況
は
、

死
者
51
人
・
行
方
不
明
１
１
０
人
・

重
傷
１
３
７
人
・
軽
傷
２
，０
５
４

人
等
で
す
。
水
位
塔
の
基
礎
部
分
が

長
年
の
風
化
に
よ
り
不
安
定
な
状
況

に
な
っ
て
い
ま
す
。
寺
の
案
内
板
に

は
、
水
位
塔
や
「
人
助
け
の
ビ
ャ
ク

シ
ン
」
の
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
水
位
塔
の
補
修

や
、
浄
念
寺
周
辺
に
水
位
塔
や
「
人

助
け
の
ビ
ャ
ク
シ
ン
」
が
あ
る
こ
と

の
看
板
を
新
規
に
設
置
し
て
、
有
田

市
民
や
幅
広
い
方
達
に
観
光
地
と
し

て
来
場
し
て
い
た
だ
け
ば
良
い
と
考

え
ま
す
。
有
田
市
と
し
て
、
70
年
経

過
し
た
時
期
に
、
こ
う
し
た
趣
旨
を

鑑
み
、
令
和
５
年
度
に
行
事
を
予
定

さ
れ
て
い
る
か
を
、教
え
て
下
さ
い
。

　　
浄
念
寺
の
水
位
塔
の
補
修
や
観

光
用
の
浄
念
寺
周
辺
に
、
有
田
川
水

害
の
水
位
塔
や
「
人
助
け
の
ビ
ャ
ク

シ
ン
」
の
案
内
看
板
設
置
に
つ
い
て

は
、
今
後
関
係
部
署
と
協
議
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
令
和
５
年
度
の
予

定
に
つ
い
て
は
、
郷
土
資
料
館
事
業

と
し
て
、
企
画
展
「
７
．
18
水
害
展
」

を
開
催
予
定
で
、水
害
当
時
の
資
料
・

写
真
等
を
展
示
し
、
関
連
事
業
と
し

て
、
講
演
会
や
、
各
小
学
校
等
に
お

け
る
水
害
写
真
展
の
巡
回
も
考
え
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
企
画
展
等
を
通

じ
て
、
過
去
の
水
害
の
教
訓
を
活
か

し
、
今
後
の
防
災
意
識
の
向
上
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

有
田
川
水
害（
S
28
．7
．18
）

か
ら
70
年
を
迎
え
、
有
田
市

の
行
事
に
つ
い
て

質

質

答

答

質答

中 谷 桂 三
（無　所　属）

岡 田 行 弘
（ 公 明 党 ）



市議会だより 10信書、祝辞・見舞いの答礼のためにする信書は差し支えありません。

　　
令
和
３
年
２
月
に
【
み
か
ん
栽

培
の
礎
を
築
い
た
有
田
み
か
ん
シ
ス

テ
ム
】
が
日
本
農
業
遺
産
に
認
定
さ

れ
た
。
今
後
、
海
南
市
と
合
同
で
世

界
農
業
遺
産
に
申
請
予
定
と
聞
い
て

い
る
。
急
傾
斜
地
で
の
み
か
ん
栽
培

は
、
農
業
を
営
む
方
々
に
と
っ
て
大

き
な
負
担
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
、
先

人
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
み
か
ん
栽

培
は
、
生
産
技
術
は
も
と
よ
り
、
作

業
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
に
取
組
ん

で
き
た
歴
史
で
も
あ
る
。
農
道
や
農

業
用
施
設
の
整
備
・
補
修
・
改
善
な

ど
は
農
業
生
産
の
基
盤
と
な
る
も
の

で
あ
る
が
、
農
業
者
の
高
齢
化
の
進

展
や
農
業
者
数
が
減
少
し
て
い
る
な

か
、
将
来
に
向
け
て
イ
ン
フ
ラ
整
備

に
力
を
入
れ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
？

　　
農
道
や
農
業
用
施
設
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の

補
助
事
業
は
も
と
よ
り
、
各
団
体
等

の
情
報
を
詳
細
に
把
握
し
、
整
理
を

行
い
、
将
来
に
向
け
た
強
い
産
地
づ

く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
支
援
に
関
す
る
協
議
を
か
さ
ね

て
ま
い
り
た
い
。

　　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
を
原
資

と
し
て
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
関
す
る

補
助
事
業
を
充
実
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
？

　　
こ
れ
ま
で
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
は
、
農
業
者
の
方
々
な
ど
、
新

た
に
挑
戦
す
る
事
業
に
活
用
し
て
い

る
。
今
回
の
ご
提
言
に
つ
い
て
は
、

協
議
を
か
さ
ね
検
討
し
、
制
度
設
計

に
努
め
て
い
き
た
い
。

　　
　
　
日
本
一
の
み
か
ん
産
地
か

ら
世
界
一
の
み
か
ん
産
地
に
す
べ

く
、
生
産
の
基
本
と
な
る
イ
ン
フ
ラ

整
備
の
強
化
に
努
め
る
た
め
、
効
果

的
な
施
策
を
展
開
い
た
だ
く
よ
う
強

く
要
望
す
る
。

質

質 答答

　　
賦
課
限
度
額
は
、
基
礎
課
税
分
、

後
期
高
齢
者
支
援
分
、
介
護
分
、
合

わ
せ
て
１
０
２
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
低
所
得
者
の
負
担
軽
減
ど
こ
ろ

か
青
天
井
に
引
き
上
が
っ
て
い
ま

す
。
残
高
が
８
億
円
余
り
の
有
田
市

国
保
基
金
を
利
用
し
て
、
高
す
ぎ
る

国
保
税
の
引
き
下
げ
を
し
て
は
。

　　
税
率
の
県
下
統
一
が
目
指
さ
れ

て
き
た
が
、
令
和
９
年
度
時
点
で
は

統
一
さ
れ
な
い
方
向
へ
。
賦
課
方
式

は
４
方
式
か
ら
３
方
式
に
な
る
た

め
、
資
産
割
廃
止
の
方
法
や
期
間
を

検
討
し
令
和
６
年
度
課
税
か
ら
反
映

し
た
い
。
ま
た
、
医
療
費
抑
制
の
た

め
の
健
康
づ
く
り
に
も
基
金
を
活
用

し
取
り
組
む
。

　　
　
80
年
代
の
国
保
加
入
者
の
構

成
は
当
時
70
％
の
人
々
が
「
農
林
水

産
業
」
と
「
自
営
業
」
で
し
た
。
今

日
で
は
、
43
％
の
方
が
無
職
（
年
金

生
活
）、
34
％
の
方
は
非
正
規
と

な
っ
て
い
ま
す
。加
入
者
の
貧
困
化
、

病
気
の
重
症
化
が
進
ん
で
い
る
今
日

こ
そ
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
要
望

し
ま
す
。

学
校
給
食
費
無
償
化
に
つ
い
て

　　
国
が
言
う
、
少
子
化
対
策
に
は

当
然
含
ま
れ
る
と
思
う
が
。
将
来
展

望
を
伺
い
ま
す
。

　　
食
材
費
相
当
分
は
引
き
続
き
保

護
者
負
担
を
お
願
い
し
ま
す
。
子
育

て
世
帯
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
約

２
億
円
規
模
の
Ｍ
a
r
r
y
y
o
u

を
展
開
し
て
い
ま
す
が
、
教
育
費
の

負
担
軽
減
に
向
け
、
さ
ら
な
る
充
実

を
図
り
ま
す
。

補
聴
器
へ
の
補
助
に
つ
い
て

　　
現
在
購
入
助
成
人
数
は
。

　　
約
1
0
0
人
で
す
。

　　
ヒ
ア
リ
ン
グ
ル
ー
プ
の
導
入
は
、

加
齢
性
難
聴
者
の
社
会
参
加
へ
の
か

け
橋
と
な
る
と
思
う
が
。

　　
導
入
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　
　
申
請
手
続
き
は
優
し
く
、
早

く
を
要
望
し
ま
す
。

答

提
言

提
言 国

民
健
康
保
険
税
の
軽

減
に
つ
い
て

質

答 質答 質答 質

小 西 敬 民
（日本共産党）

上 山 寿 示
自由民主党
有田クラブ（　　　　　）

み
か
ん
生
産
に
関
す
る
農

道
・
農
業
用
施
設
等
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て

ま
と
め
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政
府
は
、
日
本
の
人
口
減
少
が

最
大
の
課
題
で
あ
る
こ
と
を
ふ
ま

え
、
令
和
５
年
４
月
１
日
に
「
子
ど

も
家
庭
庁
」
を
設
置
し
ま
す
。
社
会

全
体
で
子
育
て
家
庭
を
応
援
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
県
内
30
市

町
村
の
半
数
で
あ
る
15
市
町
村
で
は
、

給
食
費
完
全
無
償
化
及
び
一
部
無
償

化
と
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
７
年
頃

に
は
、
県
下
全
市
町
村
で
無
償
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
有
田
市
が
遅
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　　
既
に
Ｍ
a
r
r
y
y
o
u
を
展
開

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
保

護
者
負
担
を
お
願
い
し
ま
す
。今
後
、

国
県
の
動
向
を
注
視
し
、対
応
し
ま
す
。

大
水
害
か
ら
70
年
、
流
下
阻
害
の
堆

積
土
砂
等
の
除
去
に
つ
い
て

　　
昭
和
28
年
７
月
18
日
、
有
田
川

は
、
大
雨
の
影
響
で
水
位
が
急
上
昇

し
、
右
岸
で
は
、
須
谷
で
堤
防
が
決

壊
し
宮
原
地
区
に
多
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
、
左
岸
で
は
、
糸
我
・
辻
堂

で
堤
防
が
決
壊
し
大
惨
事
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
10
年
を
か
け
て

５
０
，０
０
０
㎥
ほ
ど
の
土
砂
を
除

去
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
の
計
画
を

お
聞
か
せ
願
い
ま
す
。

　　
県
に
継
続
的
な
浚
渫
・
伐
採
並

び
に
予
算
の
増
額
を
強
く
要
望
し
て

い
き
ま
す
。

　　
土
砂
の
浚
渫
の
費
用
の
大
部
分

が
処
分
費
で
す
。
宮
原
町
村
池
、
初

島
町
弓
場
池
、
星
越
池
等
を
埋
め
立

て
ら
れ
な
い
の
か
、
協
議
さ
れ
る
こ

と
を
提
案
し
ま
す
。

　　
議
員
か
ら
の
ご
提
案
も
ふ
ま
え

各
関
係
機
関
と
協
議
し
ま
す
。

　　
　
岸
本
知
事
の
政
策
協
定
書
に

激
甚
化
す
る
自
然
災
害
等
か
ら
県
民

の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
「
国
土

強
靭
化
」
を
着
実
に
実
行
す
る
と
あ

り
ま
す
が
、
有
田
川
も
そ
の
対
象
で

す
。
有
田
川
が
、
強
靭
な
川
に
な
る

こ
と
を
願
い
ま
す
。

給
食
費
無
償
化
も
し
く

は
助
成
に
つ
い
て

加
齢
黄
斑
変
性
の
治
療

に
つ
い
て

　　
老
化
に
伴
い
、
視
力
が
低
下
す

る
加
齢
黄
斑
変
性
と
い
う
眼
の
病
気

が
あ
り
ま
す
。
日
本
人
に
多
い
滲
出

型
加
齢
黄
斑
変
性
は
、
網
膜
の
す
ぐ

下
に
新
生
血
管
が
発
生
し
、
出
血
な

ど
に
よ
り
突
然
見
え
な
く
な
り
、
治

療
が
遅
れ
る
と
深
刻
な
網
膜
の
障
害

を
残
す
病
気
で
す
。
治
療
は
、
抗
血

管
新
生
療
法
と
い
う
、
薬
を
眼
の
中

に
注
射
す
る
方
法
で
、
新
生
血
管
の

増
殖
や
成
長
を
抑
え
ま
す
。
一
般
的

に
、
は
じ
め
３
回
、
毎
月
連
続
で
注

射
を
打
ち
ま
す
。
そ
の
後
は
、
計
画

的
に
投
与
間
隔
を
決
め
て
注
射
を

打
っ
て
い
き
ま
す
。
中
断
す
る
と
、

再
発
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
年
を

重
ね
て
か
ら
、
遠
方
の
病
院
へ
の
受

診
は
、
大
き
な
負
担
が
あ
り
、
大
変

ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
患
者
さ
ん
も
大

勢
い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
観
点
か
ら
有

田
市
立
病
院
で
必
要
な
治
療
が
で
き

る
よ
う
に
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　　
65
歳
以
上
の
市
民
の
方
々
で
、

約
1
5
0
人
が
罹
患
さ
れ
、
通
院
治

療
を
さ
れ
て
い
る
と
お
伺
い
し
て
い

ま
す
。
高
齢
者
が
遠
方
へ
治
療
に
行

く
こ
と
は
、
本
人
の
み
な
ら
ず
家
族

の
負
担
も
大
き
く
な
り
ま
す
。
近
く

の
有
田
市
立
病
院
で
治
療
が
行
え
な

い
も
の
か
と
の
ご
提
言
、
お
っ
し
ゃ

る
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
現

行
の
体
制
で
は
難
し
い
と
い
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
す
ぐ
に
と
は
お

答
え
で
き
ま
せ
ん
が
、
指
定
管
理
者

で
あ
る
地
域
医
療
振
興
協
会
と
早
期

に
実
施
で
き
る
よ
う
協
議
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

辰
が
浜
の
高
潮
対
策
に
つ
い
て

　　
水
門
の
改
修
工
事
完
成
は
い
つ

に
な
り
ま
す
か
。

　　
令
和
５
年
度
、
早
期
完
成
を
目

指
し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
　

質

答質

質質

答

質答 答

答

福 永 広 次
（ 無 所 属 ）

（　　　　　）
浜 口 元 司
自由民主党
有田クラブ

提
言
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皆様の議会傍聴をお待ちしております! 

次回の定例会は
6月に開会予定です。

詳しくは、議会事務局へお問い合わせ
ください。（☎83-2443）

　令和５年１月に有和中学校校舎の建設が完成しました。
今後、箕島中学校旧校舎の解体が始まりますので、箕島中

学校では、令和５年４月より有和
中学校校舎を利用して学校運営を
行っています。９月頃からはグラ
ウンド整備を行い、令和６年４月
の有和中学校の開校を迎えます。

公民権の停止 上記の ・ ・ ・及び によって処罰されると公民権停止となります。

 政治家の寄付（寄贈）行為禁止
政治家（候補者、候補者となろうとするもの及び現に公職にある者）は、選挙区内にある者に対して寄
付をすると処罰されます。冠婚葬祭、慶事、見舞い及び各種行事における寄付行為が禁止されています。
（本人が出席する結婚式の祝儀、香典等は除く）

 政治家に対する寄付の勧誘・要求の禁止
有権者が、威迫（おどす）してあるいは政治家を陥れる（だます）目的で寄付を求めると処罰されます。

 後援団体の寄付の禁止
後援団体が、選挙区内のある者に対して、花輪・香典・祝儀などを出すと処罰されます。

 年賀状等のあいさつ状の禁止
政治家は、選挙区内のある者に対して、年賀状等のあいさつ状を出すことは禁止
されております。ただし、答礼のための自筆によるものは禁止されていません。

 あいさつを目的とする有料広告の禁止
政治家や後援会が、選挙区内にある者に対して、有料のあいさつ広告を出すと処罰されます。

議会広報編集委員会　委員長：池田敦城　副委員長：児嶋清秋
　　　　　　　　　　委　員：中谷桂三・岡田行弘・小西敬民・上野山善久

虚礼廃止にご理解・ご協力を!!
市議会では、虚礼を廃止した議員活動を行っています。

公 職 選 挙 法 による“禁止事項”

＊有和中学校校舎の建設が完成＊


